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「
科
学
」
の
英
語
「
サ
イ
エ
ン
ス
」
は
ラ
テ

ン
語
の
「
ス
キ
エ
ン
テ
ィ
ア
（
知
識
）
」
に
由

来
す
る
。
同
様
に
「
技
術
」
の
英
語
「
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
」
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
テ
ク
ネ
ー

（
技
芸
）
」
を
語
源
と
す
る
。
こ
れ
ら
が
証
明
す

る
よ
う
に
、
現
在
の
科
学
技
術
分
野
の
用
語
の

多
数
は
、
そ
れ
ら
が
誕
生
し
た
古
代
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
言
語
を
起
源
と
し
て
い
る
。
今
回
は
現
代

社
会
で
使
用
さ
れ
て
い
る
科
学
技
術
用
語
の
語

源
を
紹
介
し
た
い
。

大
半
の
人
々
が
「
ア
カ
デ
ミ
—
」
と
い
う
言

葉
か
ら
連
想
す
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
毎
年
二
月
か
三
月
に
開
催
さ
れ
る
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
授
賞
式
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
カ
デ

ミ
ー
と
い
う
言
葉
の
本
来
の
意
味
と
は
関
係
の

な
い
行
事
で
あ
る
。

一
九
二
九
年
に
設
立
さ
れ

た
映
画
業
界
の
団
体
で
あ
る
映
画
芸
術
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
が
企
画
し
た
ア
メ
リ
カ
映
画
を
対
象

と
す
る
表
彰
制
度
で
、
初
回
の
式
典
は
五
分
程

度
の
簡
素
な
行
事
で
あ
っ
た
。

本
来
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
ア
テ
ナ
イ
の

郊
外
に
ア
カ
デ
モ
ス
と
い
う
英
雄
を
祭
神
と
す

る
場
所
が
あ
り
、
ア
カ
デ
メ
イ
ア
と
名
付
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る
。
紀

元
前
三
八
七
年
、
こ
の
土
地
に
プ
ラ
ト
ン
が
学

ア
カ
デ
ミ
ー

使以ま＾園
用後で門を
さも存-創
れ世続° 設
る界し学 し
よ各 ‘園て ；七
う地多は--,~ 
にで数約 ア 月
な教の九 カ ・
つ育人 0 デ K
た機材〇 ミ '
゜関を年 ア
の輩後←
名出のと
称し五命 ~,-、t·-'·I'"·, .'. . . .. -----, 

とた二名図lプラトン時代のアカデミア
した九し
てめ年た

マ
ラ
リ
ア

世
界
の
三
大
感
染
症
の
感
染
者
数
は
マ
ラ
リ

ア
が
二
億
五

0
0
0万
人
、
エ
イ
ズ
が
三
八
〇

0
万
人
、
結
核
が

一
0
0
0万
人
で
、
年
間
の

死
者
は
六

0
万
人
、
六
五
万
人
、
一
三

0
万
人

に
も
な
っ
て
い
る
。

マ
ラ
リ
ア
は
ハ
マ
ダ
ラ
カ

が
マ
ラ
リ
ア
原
虫
（
図

2
)
を
媒
介
す
る
こ
と

が
十
九
世
紀
後
半
に
発
見
さ
れ
、
以
後
、
多
数

の
学
者
が
研
究
し
、
二
十
世
紀
以
後
、
マ
ラ
リ

ア
に
関
係
す
る
研
究
で
五
名
の
学
者
が
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
医
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

古
代
か
ら
マ
ラ
リ
ア
は
沼
地
の
周
辺
で
発
生

す
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
沼
地
で
腐
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神
の
御
業
で
あ
る
生
命
の
創
造
を
人
間
も
真

似
し
た
い
と
い
う
欲
求
は
古
代
か
ら
存
在
し
、

紀
元
一

0
年
頃
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
活
躍

し
た
ギ
リ
シ
ャ
人
技
術
者
ヘ
ロ
ン
は
自
動
人
形

を
製
作
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
を
模
倣

し
た
自
動
装
置
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
総
称
さ
れ

る
が
、
こ
の
名
称
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
作

家

K
・
チ
ャ

ペ
ッ
ク
が

一
九
二

0
年
に
発
表
し

た
戯
曲

『
ロ
ッ
サ
ム
万
能
ロ
ポ
ッ
ト
会
社

(R

ロ
ポ
ッ
ト

敗
し
た
植
物
か
ら
発
生
す
る
悪
臭
の
あ
る
気
体

が
原
因
と
推
察
さ
れ
、
「
悪
い
空
気
」
と
い
う

意
味
の
「
マ
ラ
・
ア
リ
ア
」
と
い
う
イ
タ
リ
ア

語
か
ら
病
名
が
名
付
け
ら
れ
た
。
古
代
エ
ジ
プ

ト
の
国
王
ッ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
や
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

も
感
染
し
た
と
さ
れ
る
。
平
清
盛
も
感
染
し
た

が
、
当
時
は
加
持
祈
祷
し
か
治
療
方
法
が
な
く

高
熱
に
よ

っ
て
死
亡
し
た
。

.
u
.
R
)」
に
由
来
す
る
。

戯
曲
の
内
容
は
、
企
業
が
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
が
世
界
各
地
に
浸
透
し
、
や
が
て
反
乱
し
て

人
問
を
殺
害
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
最
後
は
人

間
と
共
存
す
る
社
会
が
到
来
す
る
と
い
う
終
幕

に
な
り
、
現
在
の
人
問
と
人
造
人
間
の
関
係
を

示
唆
す
る
最
初
の
物
語
で
あ
る

（図
3
)。
当

時
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
は
直
前
に
発
生
し
た

ロ
シ
ア
革
命
の
影
戦
で
労
働
階
級
と
富
裕
階
級

の
対
立
が
激
化
し
て
お
り
、
そ
の
社
会
情
勢
へ

の
批
判
を
反
映
し
た
内
容
で
も
あ
る
。

カ
レ
ン
ダ
ー

古
代
に
は
月
日
の
進
行
は
月
齢
に
よ

っ
て
決

定
し
て
い
た
。
農
業
に
は
月
の
変
化
が
影
羅
す

る
と
想
像
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た

め
太
陽
と
地
球
の
中
間
に
月
が
位
置
す
る
新
月

か
ら
、
次
に
同

一
の
位
置
関
係
に
な
る
ま
で
の

図3『R・U・R』の舞台

二
九
•
五
日
を
一
ヶ
月
と
す
る
太
陰
暦

（ル
ナ

・
カ
レ
ン
ダ
ー
）
が
使
用
さ
れ
た
。

一
ヶ
月
を

「
マ
ン
ス
」
と
表
現
す
る
の
は

「ム
ー
ン
」
に

順
序
を
表
示
す
る
助
詞

「
ス
」
を
付
加
し
た
言

葉
で
あ
る
。

古
代
ロ
ー
マ
で
も
太
陰
暦
を
使
用
し
、
司
教

が
新
月
に
な
る
時
期
を
観
察
し
、
そ
う
な

っ
た

日
を

「カ
レ
ン
ズ

（毎
月
一
日
）」

と
宣
言
し

て
い
た
。
宣
言
す
る
こ
と
は
ラ
テ
ン
語
で

「カ

ラ
ー
レ
」
で
あ
っ
た
の
が

「カ
レ
ン
ダ
ー
」
と

い
う
言
葉
の
由
来
で
あ
る
。
さ
ら
に
新
月
か
ら

半
月
ま
で
七
日
、
半
月
か
ら
満
月
ま
で
七
日
と

い
う
日
数
か
ら
、
古
代
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
順
番

を
意
味
す
る
「
ウ
ィ
コ
ン
」
を
語
源
と
す
る

「ウ
ィ
ー
ク
」
と
い
う
言
葉
も
誕
生
し
た
。

マ
グ
ネ
ッ
ト

磁
石

（
マ
グ
ネ
ッ
ト
）
の
発
見
は
約
三
0
0

0
年
前
に
ギ
リ
シ
ャ
の
エ
ー
ゲ
海
側
の
マ
グ
ネ

シ
ア
地
方
で
羊
飼
い
の
杖
先
の
鉄
製
の
部
分
に

磁
赤
鉄
鉱

（
マ
グ
ヘ
マ
イ
ト
）
が
吸
蒲
し
て
発

見
さ
れ
た
と
い
う
見
解
と
、
羊
飼
い
の
名
前
が

マ
グ
ネ
ス
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
た

だ
し
対
岸
の
ア
ナ
ト
リ
ア
半
島
に
も
マ
グ
ネ
シ

ア
と
い
う
土
地
が
あ
り
、
そ
こ
が
発
見
場
所
と

い
う
意
見
も
あ
る

（図
4
)。
そ
れ
ら
が

マ
グ

ネ
ッ
ト
の
語
源
に
な

っ
て

い
る
。
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自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
や
航
空
機
用
エ
ン
ジ
ン

な
ど
現
代
社
会
に
は
エ
ン
ジ
ン
と
名
付
け
ら
れ

た
装
置
が
氾
濫
し
て
い
る
。
語
源
は
ラ
テ
ン
語

の
「
イ
ン
ゲ
ニ
ウ
ム
」
で
、
内
部
を
意
味
す
る

「イ
ン
」
と
産
出
を
意
味
す
る

「ゲ
ニ
ウ
ム
」

を
合
成
し
、
英
知
は
独
創
能
力
の
あ
る
人
間
の

頭
脳
か
ら
産
出
さ
れ
る
と
い
う
意
味
を
表
現
す

エ
ン
ジ
ン

る
言
葉
で
あ
っ
た
。
こ
の
産
出
す
る
対
象
を
英

知
で
は
な
く
物
質
に
変
化
さ
せ
た
活
動
が
十
八

世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
登
場
し
た
。

最
初
は

T
．
ニ
ュ
ー
コ
メ
ン
が
一
七
―
二
年

に
発
明
し
た
蒸
気
機
関
（
ス
テ
ィ
ー
ム
・
エ

ン

ジ
ン
）
（
図
5
)
で、

J

・
ワ
ッ
ト
が
一
七
六

九
年
に
改
良
し
た
。
さ
ら
に
綿
花
栽
培
が
主
要

産
業
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
南
部
で
、

E
・
ホ
イ

ッ
ト
ニ
ー
が
一
七
九
三
年
に
綿
花
か
ら
種
子
を

除
去
す
る
綿
繰
り
機
械
を
発
明
し
「
コ
ッ
ト
ン

・
（
エ
ン
）

ジ
ン
」
と
名
付
け
た
。
現
在
で
は

エ
ン
ジ
ン
は
情
報
社
会
に
進
出
し
、
知
恵
を
産

出
す
る
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
活
躍
し
て
い
る
。

エ
レ
ク
ト
リ
シ
テ
ィ

琥
珀
は
松
脂
な
ど
植
物
か
ら
滲
出
す
る
樹
脂

が
落
下
し
て
地
中
の
高
温
と
高
圧
の
環
境
で
化

石
に
な
っ
た
物
質
で
あ
る
が
、
紀
元
前
六

0
0

年
頃
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
人
々
は
乾
燥
し
た
布

レ）
 

メ
ー
ト

片
で
琥
珀
を
摩
擦
す
る
と
羽
毛
や
羊
毛
な
ど
を

吸
引
す
る
現
象
が
発
生
す
る
こ
と
に
気
付
い
て

い
た
。
琥
珀
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
」
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
吸
引
す
る
能
力
も

同
名
に
な
っ
た
。

十
六
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
物
理
学
者
で
女
王

エ
リ
ザ
ベ
ス

一
世
の
侍
医
で
も
あ
っ
た

W
・
ギ

ル
バ
ー
ト
は
電
気
を
発
見
す
る
が
、
そ
れ
を

「
エ
レ
ク
ト
リ
シ
テ
ィ
」
と
名
付
け、

電
気
工

学
の
元
祖
と
さ
れ
て
い
る
。
十
九
世
紀
に
な
り
、

物
質
が
原
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
電

気
も
粒
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
推
測
し
た
物

理
学
者
G
.
J
・
ス
ト
ー
ニ
ー
は
、
そ
の
粒
子

を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
呼
名
の
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（電
子
）」
と
名
付
け
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
を
推
進
し
た

一
人
の

C
I
I
M

・
タ
レ
ー
ラ
ン
1
1
ペ
リ
ゴ
ー
ル
は
世
界
各
国
で

相
違
し
て
い
た
長
さ
の
単
位
を
統
一
す
る
国
際

基
準
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
、
北
極
と
南
極
を

通
過
し
て
地
球
を
一
周
す
る
子
午
線
長
の
四
〇

0
0
万
分
の
一
を
基
準
と
す
る
提
案
を
し
、
一

七
九

0
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
最
北
の
ダ
ン
ケ
ル
ク

と
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
区
間
を
精
密
に

測
量
し
、
単
位
の
名
前
を
ギ
リ
シ
ャ
語
の
測
定

を
意
味
す
る
「
メ
ー
ト
ル
」
と
し
た
。
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そ
こ
で
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
白
金
九

0
%、
イ

リ
ジ
ウ
ム
一

0
％
の
合
金
で
、
摂
氏
零
度
の
状

態
で
一
メ
ー
ト
ル
に
な
る
メ
ー
ト
ル
原
器
を
製

作
し
、
メ
ー
ト
ル
条
約
に
加
盟
し
た
国
々
に
配

布
し
た
（
図
6
)。
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
、

よ
り
高
度
な
精
度
の
基
準
が
必
要
と
な
り
、
一

九
六

0
年
に
ク
リ
プ
ト
ン
八
六
の
ス
ペ
ク
ト
ル

の
波
長
を
基
準
に
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
、
さ

ら
に
一
九
八
三
年
に
真
空
状
態
の
空
間
内
部
の

光
速
を
基
準
に
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

鉱
物
の
硬
度
は
モ
ー
ス
硬
度
と
い
う
基
準
で

十
段
階
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
最
大
の
一
〇

の
硬
度
が
あ
る
の
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
、
古
代

ロ
ー
マ
の
博
物
学
者
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
「
世
界
で

最
大
の
価
値
の
あ
る
鉱
物
」
と
記
述
し
て
い
る
。

す
で
に
紀
元
前
四
世
紀
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
イ

ン
ド
で
取
引
さ
れ
て
い
た
が
、
中
世
に
な
っ
て

iSl 

図6メー トル原器

隊
商
に
よ
り
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
も
た
ら
さ
れ
て
西

欧
の
上
流
社
会
に
浸
透
し
、
地
位
や
財
産
を
誇

示
す
る
存
在
と
な
っ
た
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
「
ア
ダ

マ
ン
ト
」
と
名

付
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
征
服
す
る
と
い
う

「
ダ
マ
ン
ト
」
に
否
定
の
接
辞

「
ア
」
を
付
加
、

征
服
さ
れ
な
い
物
質
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
世

界
最
大
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
一
九

0
五
年
に
南

ア
フ
リ
カ
で
発
見
さ
れ
た
三
一
〇
六
カ
ラ
ッ
ト

の
原
石
で
、
こ
れ
を
五
三

0
カ
ラ
ッ
ト
の
「
カ

リ
ナ
ン
I
」
や
三
一
七
カ
ラ
ッ
ト
の

「カ
リ
ナ

ン
II
」
な
ど
九
個
に
分
割
し
、
大
英
帝
国
の
王

笏
や
王
冠
な
ど
に
装
藩
さ
れ
て
い
る
（
図
7
)。

フ
ェ
ロ
モ
ン

人
問
は
言
語
を
発
明
し
て
相
互
に
意
思
疎
通

で
き
る
が
、
例
外
は
あ
る
も
の
の
大
半
の
生
物

は
言
葉
で
は
な
く
化
学
物
質
に
よ
っ
て
意
思
疎

通
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
物
質
は
ギ
リ
シ

図7大英帝国王冠

ャ
語
で
運
搬
す
る
と
い
う
意
味
の

「フ

ェ
レ
イ

ン
」
と
興
奮
さ
せ
る
と
い
う
意
味
の
「
ホ
ル
モ

ン
」
を
合
成
し
て

「
フ
ェ
ロ
モ
ン
」
と
命
名
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
化
学
物
質
が
特
定
さ
れ
た
の

は
一
九
五
七
年
の
こ
と
で
、
以
後
、
様
々
な
生

物
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
が
解
明
さ
れ
て
き
た
。

一
九
九
0
年
代
か
ら
、
人
間
に
も
同
様
の
能

カ
、
と
り
わ
け
異
性
を
誘
引
す
る
化
学
物
質
を

発
散
す
る
能
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
が
話
顆
に
な
り
、
研
究
さ
れ
て
き
た
。
現

在
の
見
解
で
は
フ
ェ
ロ
モ
ン
が
存
在
す
る
可
能

性
大
で
は
あ
る
が
、
そ
の
物
質
が
ど
の
よ
う
に

受
容
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
は
解
明

さ
れ
て
い
な
い
。
当
面
、
人
間
は
言
葉
や
外
見

と
と
も
に
香
水
な
ど
を
使
用
し
て
異
性
を
誘
引

す
る
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

語
源
を
詮
索
す
る
こ
と
は
術
学
趣
味
と
い
う

印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
は
中
国

に
も
日
本
に
も
独
自
の
科
学
技
術
が
存
在
し
た

が
、
西
洋
の
科
学
技
術
が
世
界
を
席
巻
し
て
い

る
現
在
で
は
、
そ
れ
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
手
段
と
し
て
科
学
技
術

の
専
門
用
語
の
語
源
を
理
解
す
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
し
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
も
効
果

が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
今
号
の
拙
論
を

理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
光
栄
で
あ
る
。
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